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2022 年 8 月 25 日 

凸版印刷株式会社 

 

 

凸版印刷 印刷博物館、企画展「地図と印刷」 開催 
 

 

 

凸版印刷株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：麿 秀晴、以下 凸版印刷）が運営する、

印刷博物館では、9 月 17 日（土）より「地図と印刷」展を開催します。 

私たちが暮らしていく上でなくてはならない地図は、古来より地理情報を伝える表現技法のひとつとして

つくられてきました。日本では、多くの人に同じ情報を伝えることのできる印刷された地図が近世以降登

場し、民間での印刷・出版の広がりとともに様々な地図や地誌がつくられます。やがて蘭学の発展により

西洋の地図知識を受容することで、世界の認識が広がりました。近世後期には伊能忠敬による近代的な

地図づくりが幕を開け、日本における地図の制作に大きな影響を与えました。 

本企画展は日本の近世を中心に、地図や地誌づくりにおける印刷と人々との関わりをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催概要】 

会期 ： 2022 年 9 月 17 日(土)－12 月 11 日(日) 

会場 ： 印刷博物館 

〒112-8531 東京都文京区水道 1 丁目 3 番 3 号 トッパン小石川本社ビル 

開館時間 ： 10:00－18:00  

休館日 ： 毎週月曜日 （9 月 19 日、10 月 10 日は開館）、9 月 20 日（火）、10 月 11 日（火） 

入場料 ： 一般 500 円、学生 300 円、高校生 200 円 

※中学生以下、70 歳以上の方、身体障がい者手帳などお持ちの方とその付き添いの方は無料 

※20 名以上の団体は各 50 円引き 

※11 月 3 日（木・祝）文化の日は無料 

Web ： https://www.printing-museum.org/collection/exhibition/t20220917.php 

主催 ： 凸版印刷株式会社 印刷博物館 

※感染予防のために中止もしくは延期となる可能性があります。なお、開館する場合でも入場制限の措

置を講じさせていただきます。 

 

＊印刷博物館は凸版印刷株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：麿 秀晴）が創立 100 

周年を記念し、2000 年に設立した公共文化施設です。 



 - 2 - 

【展示内容】 

第 1 部 日本の印刷地図のはじまりと文治の展開 

日本で印刷された地図のはじまりは、古活字版『拾芥抄』所収の図でした。日本では京都で木版印刷

による民間での印刷・出版がはじまりますが、地図の印刷も同様にスタートします。平和な時代が到来し、

文化の受け手が拡大すると、元禄期には江戸で石川流宣が『日本海山潮陸図』を刊行。流宣が手がけた

日本図（流宣図）のスタンダードとなるなど、地図（絵図）が大衆化していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『拾芥抄』洞院公賢編 1642（寛永 19）年刊 

 

第 2 部 地誌の大成と拡がる世界 

日本では文治政治が展開する中で、実証的な考え方が歴史学などで進みます。中国の影響を受けな

がら、考証された地図づくりや地誌編纂は江戸時代を通じて行われました。長久保赤水も代表的な一人

です。赤水による日本図（赤水図）は近世後期から近代まで受け入れられるベストセラーとなり、西洋でも

日本を知るための参考資料とされました。一方で、徳川吉宗による漢訳洋書の輸入緩和により蘭学が発

展。さらに広い世界へと目が向けられ、西洋の地理知識が吸収されていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「改正日本輿地路程全図」長久保赤水                       「地球隋円図」司馬江漢  

1779（安永 8）年刊                              1796（寛政 8）年刊 
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第 3 部 世界との接近と伊能図の衝撃 

ロシアの南下政策が進み、西洋列強も日本と接触を試みようとする中で、幕府は海防意識を強め、世

界と日本が急速に接近していきます。松平定信は寛政の改革で『三国通覧図説』などを絶版にし、取締り

を強化する一方で、西洋の情報にも熱いまなざしを向けていました。伊能忠敬は日本初の実測日本地図

（伊能図）をつくりましたが、その出来映えが正確だったため、機密情報とされました。しかし、その忠敬の

地図の情報が国外に伝わり、日本には印刷物として逆輸入されました。その正確さは近代へと引き継が

れ地図づくりの礎となり、活用され続けていきました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「官板実測日本地図」より畿内東海東山北陸              「北海道国郡図」 

伊能忠敬作 慶応期（1865～1867 年）刊               1869（明治 2）年 

 

以  上 


